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Major 工学研究科
” 物理学系専

綬 2017年カリフォルニア大学デ

全和—ヽヽ／ヂ大労＾の
師咲留労

博士 1年目に米国コロンビア大学への研究留学推薦のお話をいただきま

した。もともと留学先の研究室と私の所属する研究室は、共同研究で繋がり

があり、指導教員の教授を通して紹介していただいたという経緯です。

コロンビア大学はマンハッタンセントラル ・ パークの北側に位置してい

ます。大学近くの家賃相場は高いため、Ai「bnb（宿泊施設 ・ 民宿を貸したい人

と借りたい人を繋ぐwebサービス）を使い、郊外のクイーンズやブルックリ

ンの5軒以上の家を転々としながら留学生活を送りました。平日は、朝8時に

家を出て地下鉄を乗り継いで1時間ほどかけて大学へ通い、夜8時ごろに帰

るという毎日でした。研究活動としては、コロンビア大学のラボで新たに導

入した最新実験装置の性能評価を、私がメインとなり行いました。装置に問

コロンピア大学の
Columbia University Visitor Center 
涼しい日は 、 写真のベンチに座って
キッチンカ ーで買った昼食を食べていました

ジャパンビレッジの壁画
壁画はニュ ー ヨ ー クの町じゅうに
あるので歩いているだけで
楽しい気分になれました

2月には、サンフランシスコで行われた学会で口頭発表する機会をいただ

き、東海岸から西海岸へ移動しました。1週間ほどの滞在中に、合問をみて近

郊のカリフオルニア大学バークレー校のキャンパスも見学しました。

研究、学会発表や海外の研究者との交流など様々な経験を積み、留学をま

もなく終えようとしている3月中旬に、ニュー ヨ ーク市でコロナウイルスの

感染爆発が起こりました。帰国まであと2週間ほどというタイミングで、研

究活動がストップしたため急ピッチでラボの学生に装置の引き継ぎを行い

ました。各国での入国制限も始まるなか予定より1週間ほど帰国を早め、ラ

ボの学生からもらった貴重なマスクとコーグルをつけて何とか日本行の飛

行機へ乗り、帰国することができました。

頸があった時や想定外の結果が出た時は、自身で原因を考えつつも、カリ 博士課程では、学部•修士学生にはできないような経験を積みたいという

フオルニアの装置開発エンジニアと何度も長時間通話をしながら問題の解 想いがあり、海外での研究は、憧れというよりは現実的な目標のひとつでし

決に取り組みました。慣れない環境でしたが、しっかり役割を果たせたと た。帰国後の現在は、留学中に使用していた装置や実験経験を参考に、より高

思っています。 いパフオーマンスを有する装置を自ら開発しています。今回の留学の経験に

休日は、近所を散歩しながらお気に入りのドーナッショップやアジア料理 よって今後の進路にどのような影響があるのかまだ見えていませんが、博士

店を見つけたり、観光スポットに出かけたりすることで意識的にリフレッ 課程修了後の仕事については、自分自身の興味関心を第一優先にしつつ、社

シュしていました。11月末の感謝祭休暇には、ワシントンDC近郊のメリー 会にどう貢献できるか、どんな社会を創っていきたいか考えながら決めてい

ランド大学でポスドクとして研究しているイタリア人の友人にも会いに行 きたいと思います。

き、パーティや観光を楽しみました。
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コロンピア大学（アメリカ）
2019年10月～2020年3月 (6カ月間）
留学時：博士1年生
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費用内訳

●渡航費：18万円
●住居費：12~15万円月(Airbnb)

●生活費：10万円／月（食費、通信費、交通費を含む）
- ---------------------------

●奨学金：25万円／月
（国立研究開発法人科学技術振興機構）

気持ちの上下は仕事のバフォ ー マン

スに悪い影響が出るので、研究や仕事に

あいては淡々と目標に沿つて行うと決

めている。何か問題か起きた時には少々

落ち込む力＼他の学生や外部のエンジ

ニアに早急に相談して解決できるよう

に努めた。

Name 原田

Major 工学研
生物工

翁 2017年モナシュ理

磯h しな＼＇R騎な自砂茄卒業、

薄外危飼パaJ::.

私の親は、日本国内に留まるよりも海外に出て様々な考え方や価値観を吸

収すること望んでおり、将来は海外に出ることを積極的に勧めてくれていま

した。しかし、私は海外に対して日本語が全く通じない異世界のようなイ

メージを抱いており、不安から来る抵抗感が潜在意識にありました。そのよ

うな抵抗感を持ったまま学部3年の時に初めてモナシュ研修への留学のこ

とを知りました。しかし、潜在意識にある抵抗感が邪魔をし、参加に一歩踏み

出せていない状況でした。行くべきなのは間違いない、けど行ってすっと一

人で閉じこもってしまったらどうしよう、そんな葛藤を抱え悩んでいまし

た。しかし、もしもここで留学に参加しなければ、この先もこの抵抗感が拭え

ま海外に出ることに意欲的になれないのではないか？それは凄く勿体無い

ことだし、嫌だなと思い出しました。そして、一歩踏み出してモナシュ研修ヘ

の留学に参加することにしたのです。

いざ留学に行ったのはいいものの、やはり最初は楽しいと思えるものでは

ありませんでした。自分の想像以上に早いスピードの英語で話しかけられ、

返答を求められたとしても英語が全く出てこない。会話が出来ないために、

現地の友人を作ることが出来ませんでした。そうした現状に苦しんでいるう

ちに、自分の留学生活を楽しいものへと変えてくれる転機が訪れました。そ

れは、日本語の授業を受講している現地の学生に講師として日本語を教える

という授業に参加したことでした。そこで知り合った学生は日本文化に興味

があり、他言語を話す大変さを理解してくれています。そのために会話をす

る時も、拙い英語でなんとか話そうとしている自分に対して理解しようとし

てくれ、英語が聞き取れなくて聞き返したとしても嫌な顔一つせすに繰り返

して話してくれました。そして、お互いの文化に対して興味があることから、

会話も尽きす自然と仲を深めて行くことが出来ました。その友人達と話をし

ているうちに、次第に英語を話すことが楽しいものになっていきました。自

分が成長できているという実感を得られたことが何よりも娼しかったです。

そして、モナシュ研修でのこの経験が自分の海外への抵抗感を払拭し、もっ

と海外に出てみたいという気持ちへと変えてくれました。

私が所属する専攻では、修士1年の夏に約1カ月半の現地の研究室で研究

をする海外フィールドスタディSというものがあります。

モナシュ研修以降、海外へ行っていなかったためにこの話を聞いた時

は、抵抗なく直ぐに参加を希望しました。タイヘの留学ではモナシュ研修

の経験が凄く活かされていたと思います。英語を話すことに対する抵抗が

消えているために、自分から積極的にコミュニケ ーションを取ることが出

来ました。現地の研究室のメンバーだけでなく、自分の寮の受付でアルバ

イトをしていた学生などとも友人になることができ、モナシュ研修の時以

上に充実した生活を送ることができました。

私は大学生活で経験した2度の留学から、海外という環境で色んな人と

触れ合う楽しさを覚え、将来は海外で働く機会を持ちたいと考え、海外で

働くことができる環境が整っているということを第一の軸、自身の専門に

関係することを第二の軸とし、自身の経験を存分に発揮して就職活動を

行った結果、外資系の食品メーカーから内定を頂くことができました。
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【 短期研修 4` 
モンクット王トンブリエ科大学＆カサセー ト大学（タイ）
2019年8~9月(5週間）
留学時：修士1年生

費用内訳

●参加費：約22万円
●滞在費：現地大学が寮やアパー トを用意

----------------------------

●奨学金：約14万円 (JASSO)、約2万円（大阪大学）
--------------------------------

く海外フィールドスタディSとは＞

大阪大学生物工学国際交流センターが主催している夏期短期派遣プログ
ラム。タイのモンクット王トンプリエ科大学、チュラロンコン大学、カセサ ー

ト大学、マヒドン大学のいずれかを訪問し、自身の研究計画に基づき、バイ
オテクノロジ ー に関してラボでの実習を中心に研修を行う。各学生が海外
において自らの専門性を発揮するための基礎的な力を養うことを目的とし
ている。
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